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1 パーツモード

1.シンボルファイルについて

RADAN では、部品データは「パーツモード」で編集します。
これにより、作成された部品データを「シンボルデータ」と呼び、拡張子は.symになります。
CAMをするには、必ずシンボルデータが必要になります。



2.シンボルファイルの作成方法

シンボル図形の作成方法は、下記の4種類があります。

■ 直接作図
「パーツモード」→「CAD」で直接作図する方法です。

■ 2D図面から抽出する
「2D作図モード」で作図、または図面を開き、「パーツモード」のアイコン「抽出」を選択し、
2D作図モードから抽出したい形状をクリックまたはウィンドウで囲んで抽出する方法です。

材質と板厚の選択ダイアログが
表示されます。

2-1.シンボルファイルの作成方法



■ 3D展開からパーツに出力
「3D作成モード」にて自動板金展開を行うと、展開図を作成する際に直接パーツモードに出力できます。

■ DXF、DWGファイルから開く
「パーツモード」→「開く」にて、ファイルの種類を変更して開くことができます。



板取りの際に自由形状を判断するために、シンボルファイルは必ずクローズされている必要があります。
クローズチェックを行い、エラーの場合はシンボル登録時にエラーメッセージが表示されます。

2-2.シンボルファイルのクローズチェック

■ クローズチェックの方法
「パーツモード」→「CAD」にて、アイコン「クローズチェック」をクリックすることで、
図形のクローズチェックができます。

クローズされていない場合は、マージ機能などを使用して図形を修正し、クローズします。
その他、アイコン「形状修正ユーティリティ」を使用する方法があります。

＜クローズされていない場合＞
線のダブリなどクローズされていない箇所に
マークが表示され、エラー表示になります。

＜クローズされている場合＞
エラー表示がなく、クローズされていることが
確認できます。

形状修正ユーティリティで、クローズと一本化を自動処理できます。
スムーズ処理のトレアランスにより、離れや交差を自動修正しますが、
このトレアランスより小さい図形は削除されますので、ご注意下さい。



■ クローズを認識しない図形について
実線以外（点線など）はクローズチェックでは無視されます。
また、それ以外に、無視するペン番号を予め設定することも可能です。

1. シンボルデータを作成します。

2-3.シンボルファイルの保存方法

2. 「パーツモード」→「CAM」に移動します。



3. CAM割付を行う加工機を指定します。

このリストには、予めポストプロセッサーにて登録した
NC加工機が表示されます。

選択すると、RADANのタイトルバーに加工機名が表示されます。
※表示されているNC機械が、現在選択されている機械です。

4. アイコン「自動CAM割付」をクリックし、「適用」をします。



5. シンボルデータを保存します。
アイコン「保存」をクリックします。
RADANでは、シンボル保存マクロを使用して、お客様専用のプロパティ書き込みが可能です。
（例）金型仕様本数、レーザー長など

シンボルデータの拡張子は
「.sym」です。

保存するファイルの属性が登録できます。
（ファイル名、材質、板厚、回転設定など）



RADAN は、複数機械のCAM割付を保持できるマルチCAMの機能以外に、
機械単位で複数の角度割付を保持できる回転角度割付（割付ビュー）に対応しています。
この機能は、一般のNC機械ではほとんど使用しませんが、シューターやピッカーを割付するシンボルを
回転させる場合には、角度割付が必要です。

2-4.シンボルの回転割付（シューター、ピッカーの使用するNC加工機の場合）

1. 回転割付準備
メニュー「設定」→「部品回転の割付を使用する」をクリックします。
このメニューはパンチと複合機に対応しており、NC加工機をレーザーに設定している場合は、
選択することが出来ません。

2. 複数角度への自動CAM割付
アイコン「自動CAM割付」をクリックし、「割付ビュー設定」で割付したい角度をONにします。
設定後、「適用」をクリックします。

ツールバーにアイコン「割付ビュー」が
表示されます。
マニュアルCAM割付の場合は、
このアイコンで割付ビューを変更して、
割付ができます。

3. 複数角度への割付結果

CAD図形 0度ビュー回転 180度ビュー回転



2 板取り

1.板取り方法の種類

板取りは「板取モード」で行います。

1. アイコン「多数個取りと切板加工」をクリックします。

2. 多数個取りをするファイルを選択し、設定を行い、「OK」をクリックします。

材質と板厚はシンボルから呼び出すので、
マッチした材質板厚の標準材料が表示されます。

3. 多数個取りができます。

1-1.多数個取り



1. アイコン「多数個取りと切板加工」をクリックします。

2. ファイルを選択し、材料リストで「1個取り」を選択します。
設定を行い、「OK」をクリックします。

切板加工については、多数個取りとほぼ同じ操作方法になります。
基本的にはシンボルにフィットした材料サイズで板取りを作成します。

3. 切板加工ができます。

1-2.切板加工



1. アイコン「材料設定」→「新規材料」をクリックして、板取りの材料を選択します。

2. 材料設定ダイアログにて、材料サイズを指定して「OK」をクリックします。

サン幅設定や、クランプ側でクランプ間も使用できます。

指定した材料サイズで、材料が作成されます。

1-3.マニュアル板取り



3. アイコン「部品をファイルから呼出し」をクリックして、ファイルを選択します。
部品を選択すると、アイコンが「部品を配置」に切替わり、配置ができます。

※配置の方法
配置角度フィット処理等ができます。
また、共通切断のチェックボックスは、レーザーを選択している場合のみ使用できます。
サン幅がレーザーの工具径になります。

選択したシンボルが、カーソル形状になります。
画面上の材料内にマウスを合わせると、
サン幅にフィットした位置を自動で確定します。
配置したい場所をクリックすることで、部品を配置できます。

■ ウィンドウ内に1部品配置
指定した部品を、マウスで囲った範囲に自動配置します。

1-4.その他の板取り



■ 部品の縦横配置
板取りの際に、部品を縦横の個数を指定して、配置できます。

■ 板取り編集機能
配置された部品の位置を編集できます。

■ シンボル編集機能
板取後に作図ミスや図面変更がある部品は、簡単に呼出して編集することが可能です。
パーツモードに移行し、アイコンにて板取図の部品を選択すると、その部品の編集モードになります。



板取り後に、自動により残材切断処理、手動による残材切断が可能です。

2.残材切断処理

自動残材処理は、レーザー加工機もしくは複合機で使用可能です。

2-1.残材切断（レーザー切断）

1. アイコン「材料切断処理」をクリックし、設定を行い、「OK」をクリックします。

切断Noとは、レーザーの条件番号です。
詳細はレーザーCAMマニュアルを参照してください。

残材の切断タイプが選択できます。

最適な幅：＊空白の場合は、自動選択されます。
最適な高さ：最適な幅と同じ用に入力してください。

最小サイズ：残材幅と高さの最小サイズを入力してください。
部品間：部品と切断線の最小サイズを入力してください。
材料の端からの距離：材料端面から切断線が入る距離を入力してください。

※ジョイントをつけた切断がしたい場合（例、1mmのジョイントをつける）
材料端からの距離を全て＝1

センターラップのチェックボックス＝ON
センターラップ＝1



2. 残材切断ができます。

スクラップ切断処理は、スクラップを折りたたんで処理するために使用します。
スクラップ置き場が小さい場合や、厚板の重さを分散する為に有効な機能です。

2-2.スクラップ切断（レーザー切断）

1. アイコン「材料切断処理」をクリックし、設定を行い、「OK」をクリックします。

Xピッチ：X方向のスクラップ幅
Yピッチ：Y方向のスクラップ幅

部品間：部品と切断線の間隔
※レーザーピアスの広がりで空ける必要があります。

2. スクラップ切断ができます。



板取り完了後に、作業指示書の更新、各種自動処理を選択できます。

3.板取り完了処理

1. 板取りが完了したら、アイコン「板取り編集完了処理」をクリックします。

2. 板取り編集完了処理のダイアログが表示されます。

3. 作業指示書が表示されます。（図面はＡ4の横で作成されます）

連番

部品番号

金型交換情報（タレパン関連）

「生産径策の数量を更新する」
現在のシートに対して、部品の追加や削除を行った場合に、
生産計画の終了を変更します。

「自動処理を実行する」
・自動CAM割付
シンボルでCAM割付をしていない場合に使用します。
これにより、ネスティング後に板取に対して
全自動割付ができます。
・残材処理
前項の自動残材切断処理を実行します。
・オートオーダー
オートオーダーファイルを元に加工順を自動確定します。
・NC変換
NCデータ変換を実行します。



3 加工順とシミュレーション

1.オーダーモード（加工順モード）

RADAN では、板取り後の加工順を確定するために、オーダーモード（加工順モード）で編集できます。
通常は自動加工順を使用しますが、詳細な加工順を設定する場合は、このモードで加工順の指定および
変更を行います。

1-1.画面説明

複数のNC加工機がある場合は、割付や板取りのデータ作成時にNC加工機変更を行うことで、複数の加
工機に対してNCデータを作成することができます。

■ オーダーテキスト
オーダーモードは、オーダーテキストの法則に従って
材料情報、クランプ情報、ステーション情報、加工順を指定できます。
このオーダーテキストを元にNC変換を実行する為、オーダーテキストが無いとNC変換ができません。

■ ステーション配置
使用されている金型一覧です。

■ オーダーモードメニュー
オーダーモード固有のメニューです。主にオートオーダー実行（自動加工順実行）やオーダーテキストの追加編集を行います。

行移動 加工確認 シミュレーション

自動加工順実行 カット、コピー、貼り付け

検索削除、簡易モード 行編集



1-2.クランプ位置について

クランプ位置は、オーダーモードでNC加工機基本設定を基に、自動確定されます。

クランプは1個づつ設定を行います。

この設定では、クランプ1は32mm～580mmまでの範囲で位置決めが可能です。
固定位置が～の場合、この範囲内でクランプ位置を自動確定します。
また、クランプ位置を固定したい場合は、固定位置に数値を入力してください。



2.加工順シミュレーション

加工順モードで配置された板取り部品のシミュレーションを行うことができます。

再生ボタンをクリックし、どこから再生するのかを選択します。
加工順のテキストに沿って、シミュレーションが再生されます。

再生ボタン横のバーは、シミュレーションの速度調整が可能です。
バーが→にあるほど、スピードが速くなります。

■ 加工順の表示設定

■ 板取部品の表示設定



4 NCデータ処理

1.NC変換

RADAN はオーダーモードで作成されたオーダーテキストを機械別のポストプロセッサーを通して、
実際のNCデータを生成します。オーダーテキストが確定されていない板取図はNC変換できません。

1. オーダーテキストが作成されていることが前提です。

2. 「NC変換」をクリックすると、NC変換が開始されます。
NC変換時にはダイアログが表示され、NC機械ポストプロセッサーによっては入力が必要になる
場合があります。

3. NCデータが作成されます。（NC変換のことをNCコンパイルとも呼びます。）
NCデータは「NC出力」をクリックすることで、確認できます。



2.NCデータ確認（シミュレーション）

シミュレーション作成されたNCデータを基に、実際の加工の動きを確認できます。

加工時間算出について
現在の金型、加工モード、速度、オプション指令など

シミュレーション画面

現在シミュレーション実行中のNCデータの行

RADAN はシミュレーション時に、加工時間を計算します。
NC機械によって、シミュレーション確認前に下図の様なダイアログが表示されます。
機械側の速度等を入力する必要があります。



3.NCデータ出力

生成したNCデータを直接編集する場合は、「NC出力」でNCデータを表示し、エディタで編集します。

NCデータを編集した場合は、再度シミュレーションで確認することをお勧めします。

■ 加工JOB情報 ■ HTML セットアップシート



2 環境設定

1.NC加工機設定

24RADAN  -  3次元モデリング機能

機械メーカーと機種の登録により、複数台の機械に対応できます。
※1機種にあたり、ポストプロセッサー（別売）が必要になります。

1-1.NC加工機変更

複数のNC加工機がある場合は、割付や板取りのデータ作成時にNC加工機変更を行うことで、複数の加
工機に対してNCデータを作成することができます。

1. モード「CAM」→「CAM」を選択し、「設定」→「NC加工機変更」を選択します。

2. 加工機リストが開くので、変更したい加工機をダブルクリックで変更します。

マルチCAM機能により、複数機械のCAMを保持できます。
既にCAM割付されている機械には「＊」が表示されます。

3. 加工機を変更すると、その機械のマシンIDと機械名がタイトルバーに表示されます。



1. モード「CAM」→「CAM」を選択し、「設定」→「NC加工機 基本設定」を選択します。
この設定は通常グレー表示で使用できないようになっており、システム管理者のみ設定できます。
（システム管理者は、「ファイル」→「システム管理者」→「システム管理者」です）

1-2.NC加工機基本設定

機械単位のステーション設定、制御設定、デッドゾーンなどの設定ができます。
また、その機械に関連する保有金型、標準ステーション、割付条件データベース等の設定があります。

2. 設定画面が開きます。



2.CAM自動割付設定

「自動CAM割付」をクリックすると、ダイアログが表示されます。
この設定では、リードイン、ジョイント、スクラップ切断等の設定ができます。
現在指定しているNC加工機のCAM自動割付設定が開くので、パンチを選択している場合はパンチ用、
レーザー用を選択している場合はレーザー用、複合機を選択している場合は複合機用の設定が開きます。
各設定項目については、各マニュアルに記載しています。

3.初期値設定

各操作画面（ダイアログ）にて、「設定ｖ」のボタンがあります。
この設定ボタンを使用すると、現在の設定値をデフォルトデータとして保存できます。

3-1.材料データベースに保存

現在指定されているNC機械の材質、板厚に対して、初期値を保存できます。
次回指定した機械で同じ材質、板厚のデータを開くと、設定した初期値を自動で呼び出します。
自動呼出しの優先順位は、材料データベース → デフォルトシステムデータであり、
材料データベースが存在しない場合は、デフォルトシステムデータの設定を呼び出します。

3-2.デフォルトシステムデータに保存

現在指定されているNC機械の材質、板厚に対して、初期値を保存できます。
次回指定した機械で同じ材質、板厚のデータを開くと、設定した初期値を自動で呼び出します。
自動呼出しの優先順位は、材料データベース → デフォルトシステムデータであり、
材料データベースが存在しない場合は、デフォルトシステムデータの設定を呼び出します。
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